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(57)【要約】
【課題】組立が容易で、寸法を変化させても形態が変化
せず、美観が維持され、材料が無駄になることもない寸
法可変トレイを提供する。
【解決手段】底板１に各対の側壁２及び端壁３が連設さ
れ、側壁２と端壁３の起立状態が相互の連結により維持
されるトレイにおいて、底板１には、端壁３との境界か
ら間隔を開けて縮折線１０を入れ、側壁２の外側板４、
頂板５及び内側板６には、縮折線１０の側方に縮断線１
１を入れる。通常サイズから縮小サイズへ寸法変更する
際、縮断線１１を切断し、底板１の縮折線１０と端壁３
との間の部分を外端板１２として、外端板１２を縮折線
１０に沿って起立させ、外側板４、頂板５及び内側板６
の外端板１２に連なる部分を折込部１３として、折込部
１３をそれ以外の外側板４、頂板５及び内側板６の部分
の巻き込むような折り曲げにより抱持し、外端板１２の
内側に端壁３を折り重ねる。
【選択図】図３
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　底板(1)に各対の側壁(2)及び端壁(3)が連設され、前記側壁(2)は、前記底板(1)に順次
連なる外側板(4)、頂板(5)及び内側板(6)を巻き込むように折り曲げて形成され、前記側
壁(2)と前記端壁(3)の起立状態が相互の連結により維持されるトレイにおいて、
　前記底板(1)には、前記端壁(3)との境界から間隔を開けて縮折線(10)が入れられ、
　前記側壁(2)の外側板(4)、頂板(5)及び内側板(6)には、前記縮折線(10)の側方に縮断線
(11)が入れられ、
　通常サイズから縮小サイズへ寸法変更する際、前記縮断線(11)を切断し、前記底板(1)
の縮折線(10)と前記端壁(3)との間の部分を外端板(12)として、前記外端板(12)を前記縮
折線(10)に沿って起立させ、
　前記外側板(4)、頂板(5)及び内側板(6)の前記外端板(12)に連なる部分を折込部(13)と
して、前記折込部(13)をそれ以外の外側板(4)、頂板(5)及び内側板(6)の部分の巻き込む
ような折り曲げにより抱持し、前記外端板(12)の内側に前記端壁(3)を折り重ねることを
特徴とする寸法可変トレイ。
【請求項２】
　前記内側板(6)の縮断線(11)は、前記外側板(4)の縮断線(11)よりも内側へずらされ、
　縮小サイズにしたとき、前記外端板(12)から内側へ折り曲げた前記端壁(3)と前記内側
板(6)との干渉が回避されることを特徴とする請求項１に記載の寸法可変トレイ。
【請求項３】
　前記縮断線(11)のずれに伴い、前記内側板(6)の折込部(13)に突起(14)が形成され、
　縮小サイズにしたとき、前記折込部(13)の突起(14)が下向きとなって、前記底板(1)の
係合穴(9)に係合することを特徴とする請求項２に記載の寸法可変トレイ。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この考案は、収納する物品の大きさや量に応じて、通常サイズと縮小サイズとの間で寸
法を変化させることができるトレイに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、下記特許文献１には、図７乃至図９に示すような寸法可変トレイが記載されて
いる。このトレイは、図７に示す通常サイズにおいて、底板５１に各対の側壁５２及び端
壁５３が連設され、それぞれ二重構造とされた側壁５２及び端壁５３は、互いの起立状態
が折込部の抱持とコーナー片５４での連結により維持されるようになっている。
【０００３】
　このトレイには、底板５１の長さ方向の中央部に折目線５５が入れられ、片側に折目線
５６が入れられている。また、側壁５２から一方の端壁５３にかけて切目線５７乃至６０
が入れられている。
【０００４】
　上記トレイを縮小サイズとするには、図８に示すように、切目線５７乃至６０を切断し
て、片側の外周部分を除去し、図９に示すように、底板５１を折目線５５，５６に沿って
折り曲げ、底板５１と端壁５３の残存した部分を蓋として天面を閉じる。このように寸法
を縮小すると、小型・少量の物品を取り扱いやすい形態で梱包できる。
【０００５】
　また、下記特許文献２には、図１０に示すように、底板６１に一対の側壁６２と一方の
端壁６３が連設された２つの半トレイ６４，６５から成り、半トレイ６４，６５を相互に
スライドさせて寸法を変化させるトレイが記載されている。このトレイは、組立状態のま
ま、通常サイズと縮小サイズの間で寸法を変化させることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００６】
【特許文献１】特開昭５６－３２２２５号公報
【特許文献２】実開平３－１１１９２３号公報
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、上記特許文献１に記載された寸法可変トレイでは、通常サイズから縮小
サイズへの寸法変化に伴い、いわゆる額縁トレイから蓋付きトレイへ形態が変化してしま
うという問題があるほか、材料の破断面が露出して美観が損なわれ、切断に伴い除去する
部分が無駄になるという問題もある。
【０００８】
　また、上記特許文献２に記載された寸法可変トレイでは、当初より別体である２つの半
トレイ６４，６５から構成されるため、半トレイ６４，６５の組立及び結合に手間がかか
り、組立後の状態で、底面と両側面に段差ができてしまうという問題がある。
【０００９】
　そこで、この考案は、組立が容易で、寸法を変化させても形態が変化せず、美観が維持
され、材料が無駄になることもない寸法可変トレイを提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記課題を解決するため、この考案は、底板に各対の側壁及び端壁が連設され、前記側
壁は、前記底板に順次連なる外側板、頂板及び内側板を巻き込むように折り曲げて形成さ
れ、前記側壁と前記端壁の起立状態が相互の連結により維持されるトレイにおいて、
　前記底板には、前記端壁との境界から間隔を開けて縮折線が入れられ、
　前記側壁の外側板、頂板及び内側板には、前記縮折線の側方に縮断線が入れられ、
　通常サイズから縮小サイズへ寸法変更する際、前記縮断線を切断し、前記底板の縮折線
と前記端壁との間の部分を外端板として、前記外端板を前記縮折線に沿って起立させ、
　前記外側板、頂板及び内側板の前記外端板に連なる部分を折込部として、前記折込部を
それ以外の外側板、頂板及び内側板の部分の巻き込むような折り曲げにより抱持し、前記
外端板の内側に前記端壁を折り重ねるものとしたのである。
【００１１】
　また、前記内側板の縮断線は、前記外側板の縮断線よりも内側へずらされ、
　縮小サイズにしたとき、前記外端板から内側へ折り曲げた前記端壁と前記内側板との干
渉が回避されるものとしたのである。
【００１２】
　さらに、前記縮断線のずれに伴い、前記内側板の折込部に突起が形成され、
　縮小サイズにしたとき、前記折込部の突起が下向きとなって、前記底板の係合穴に係合
するものとしたのである。
【考案の効果】
【００１３】
　この考案に係る寸法可変トレイでは、通常サイズから縮小サイズへ寸法を変更する際、
底板の一部を外端板として縮折線に沿って起立させ、外側板、頂板及び内側板の一部を縮
断線の切断に伴い側壁に抱持される折込部とし、外端板に端壁を重ねるので、いわゆる額
縁トレイとして容易に組み立てることができ、他の形態に変化することもない。
【００１４】
　また、外面に段差が生じることもなく、切断面は側壁の内部に隠れるので、美観が維持
され、切断に伴い分離する部分がないので、材料が無駄になることもない。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】この考案に係る寸法可変トレイの通常サイズの組立状態を示す斜視図
【図２】同上の縮小サイズへの寸法変更過程を示す斜視図
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【図３】同上の縮小サイズの組立状態を示す斜視図
【図４】同上の縮小サイズへの他の寸法変更過程を示す斜視図
【図５】同上の縮小サイズの他の組立状態を示す斜視図
【図６】同上の寸法可変トレイのブランクを示す図
【図７】特許文献１に記載の寸法可変トレイの通常サイズの組立状態を示す斜視図
【図８】同上の縮小サイズへの寸法変更過程を示す斜視図
【図９】同上の縮小サイズの組立状態を示す斜視図
【図１０】特許文献２に記載の寸法可変トレイの縮小サイズの組立状態を示す斜視図
【考案を実施するための形態】
【００１６】
　以下、この考案の実施形態を添付図面に基づいて説明する。
【００１７】
　この寸法可変トレイは、収納する物品の大きさや量に応じて、図１に示す通常サイズの
組立状態と、図３又は図５に示す縮小サイズの組立状態とを選択できるものである。
【００１８】
　図６に示すように、この寸法可変トレイの段ボール製ブランクでは、長方形状の底板１
の一対の長辺に側壁２が連設され、一対の短辺に端壁３が連設されている。側壁２は、底
板１に順次連なる外側板４、頂板５及び内側板６から構成され、端壁３の両側端には、折
込片７が連設されている。
【００１９】
　内側板６の先端には、３個の突起８が設けられ、底板１の外側板４との境界に沿った部
分には、３個の係合穴９が設けられている。
【００２０】
　底板１には、一方の端壁３との境界から端壁３の高さに対応する間隔を開けて縮折線１
０が入れられ、縮折線１０は、段ボールの裏面側から押圧した押罫線とされている。
【００２１】
　一方の端壁３と底板１の境界及びその近傍には、通常サイズの組立時の折目となる１本
の罫線と、この罫線を挟んで縮小サイズの組立時の折目となる２本の罫線とが平行に入れ
られている。
【００２２】
　側壁２の外側板４、頂板５及び内側板６には、底板１の縮折線１０の側方に縮断線１１
が入れられている。縮断線１１は、段ボールを厚さ方向に貫通する全切線を主体とし、外
側板４と内側板６の縮断線１１には、複数の繋部が設けられている。内側板６の縮断線１
１の繋部は、外側板４の縮断線１１の繋部よりも長くなっている。
【００２３】
　底板１の縮折線１０と一方の端壁３との間の部分は、縮小サイズへの寸法変更時に外端
板１２となり、これに連なる外側板４、頂板５及び内側板６の部分は、縮小サイズへの寸
法変更時に折込部１３となる。
【００２４】
　また、内側板６の縮断線１１は、外側板４及び頂板５の縮断線１１よりも内側へずらさ
れ、そのずれに伴い、内側板６の折込部１３となる部分に突起１４が形成される。
【００２５】
　上記ブランクを通常サイズに組み立てるには、図１に示すように、一対の端壁３を起立
させ、それぞれの端壁３から折込片７を内側へ折り曲げ、次に、一対の外側板４を起立さ
せ、頂板５及び内側板６を内側及び下方へ順次折り曲げて、側壁２を形成し、側壁２に折
込片７を巻き込み、突起８を係合穴９に係合させる。
【００２６】
　これにより、側壁２と端壁３とが相互に連結されて、各一対の側壁２及び端壁３の起立
状態が維持され、底板１は、縮折線１０で折れ曲がることなく全体が平面となり、内容量
を大きく確保できる。
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【００２７】
　一方、縮小サイズに寸法を変更する際には、ブランクの状態において、縮断線１１を切
断し、図２に示すように、底板１の縮折線１０と一方の端壁３との間の部分を外端板１２
として、縮折線１０に沿って起立させ、他方の端壁３も起立させる。
【００２８】
　また、外端板１２に連なる外側板４、頂板５及び内側板６の部分を折込部１３として内
側へ折り曲げ、他方の端壁３から内側へ折り曲げた折込片７と共に、折込部１３をそれ以
外の外側板４、頂板５及び内側板６の部分の巻き込むような折り曲げにより抱持する。
【００２９】
　そして、一方の端壁３の両側の折込片７を、段ボールの表面が山折りとなるように内側
へ１８０°折り曲げて、図３に示すように、外端板１２の内側に一方の端壁３を折り重ね
ることにより、外端板１２と一方の端壁３の間に折込片７を挟み込む。
【００３０】
　このとき、内側板６の縮断線１１が外側板４及び頂板５の縮断線１１よりも内側へずれ
ていることから、内側板６の側端縁と一方の端壁３との干渉が回避される。
【００３１】
　また、折込部１３の突起１４が内側板６の折込部１３以外の部分の突起８と共に係合穴
９に係合するので、堅固に組立形状が維持される。
【００３２】
　このような縮小サイズに組み立てると、底板１が縮折線１０に沿って折れ曲がり、その
一部が外端板１２となるので、内容量が減少して、外形寸法が小さく抑制され、持ち運び
やすいものとなり、配送コストを低減できる。
【００３３】
　ところで、一方の端壁３の両側から延びる折込片７は、図２及び図３において、外端板
１２と一方の端壁３の間に挟み込む場合を例示したが、図４及び図５に示すように、段ボ
ールの表面が谷折りとなるように９０°折り返して、側壁２の外側板４と内側板６の間に
挟み込むようにしてもよい。
【００３４】
　上記のような寸法可変トレイでは、通常サイズから縮小サイズへ寸法を変更する際、底
板１の一部を外端板１２として縮折線１０に沿って起立させ、外側板４、頂板５及び内側
板６の一部を縮断線１１の切断に伴い側壁２に抱持される折込部１３とし、外端板１２に
端壁３を重ねるので、いわゆる額縁トレイとして容易に組み立てることができ、他の形態
に変化することもない。
【００３５】
　また、外面に段差が生じることもなく、切断面は側壁２の内部に隠れるので、美観が維
持され、切断に伴い分離する部分がないので、材料が無駄になることもない。
【００３６】
　そのほか、ブランクにおける側壁２の内側板６の先端縁が切欠部等のない直線状となっ
ているので、違和感を抱くことなく、通常サイズに組み立てることができる。
【００３７】
　従って、ギフト品等の複数の品目を同一仕様のブランクから成るトレイで効率よく包装
することができ、包装資材の管理等の業務を合理化することができる。
【００３８】
　また、青果物を輸送するトレイとして使用する場合、青果物の収穫量や大きさに応じて
適したサイズを選択し、出荷に伴う箱詰め作業や運搬を効率よく行うことができる。
【００３９】
　なお、上記実施形態では、底板１の長手方向の片側だけに縮折線１０及び縮断線１１を
設けて、寸法を縮小できるようにしているが、底板１の長手方向の両側に縮折線１０及び
縮断線１１を設けて、縮小サイズの寸法がさらに小さくなるようにしてもよい。
【符号の説明】
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【００４０】
１　底板
２　側壁
３　端壁
４　外側板
５　頂板
６　内側板
７　折込片
８　突起
９　係合穴
１０　縮折線
１１　縮断線
１２　外端板
１３　折込部
１４　突起

【図１】 【図２】
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